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第 ２８ 回 例 会 報 告（２月２２日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５０名          ・出席数   ３１名          ・欠席数  １９名 

・当日出席率   ６３．０４％               ・前々回修正出席率   ９５．６５％ 

＜欠席会員＞別府､原､檜垣(俊)､平田､桑森､眞鍋､松木(久)､村上(修)､村上(裕)､中村､尾越､岡本､大河内､越智､ 

田崎､田中､八木(伸) 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧) 

<2/1欠席補填>(1/22今治北)岡本  (1/30今治南)平尾､吉良､河野､坂本 

◇会長報告・米北測量設計事務所 米北顕規(よねきたあきのり)氏、推薦者／冠会員・近藤会員の入会手続きが規
定の段階を経て理事会で承認されました。異議のある方は 7日以内にお申し出ください。 

・米山記念奨学会より重松会員へ米山功労者感謝状が届きましたので贈呈します。 
・次年度 IMの第 I・第 II分区合同開催についてのアンケート結果は賛成：2クラブ、反対：4クラブ、
どちらでもない：3クラブ。よって次年度の合同開催は見送り、今後の検討課題となりました。 

・2月 15日(木）吉武社会奉仕委員長と会長・幹事であすなろ学園を訪問し、寄付をお届けしてきました。 
◇幹事報告・3月 29日(木)、吹揚公園にて清掃奉仕早朝例会を行います。早朝 6時 30分より清掃、7時から例会で

す。パンと飲み物をご用意しております。雨天時は例会のみ行います。ロータリーバッジの着用をお
願いします。 

・本日 19時より笹にて別府会員の歓迎会を開催しました 
◇今治青少年ロータリー友の会より・阿部真弓青少年奉仕委員長：日頃お世話になっている親会の皆さまへ感謝の気

持ちを込めて友の会メンバーがチョコレートケーキを作ってくれました。 

ロータリー創立記念例会 
◆西本信保会長：青年弁護士ポール・ハリスが鉱山技師ガスターバス・ローア、石炭商シルベスター・シール、洋

服商ハイラム・ショーレーとともに公正な取引をし、親友関係にまで発展するような仲間を増やしたいと1905年2

月23日、初めての会合を開きました。シカゴRCの誕生です。日本では1920年10月20日創立の東京RCが最初で、翌

年4月1日に世界で855番目のクラブとしてRIから認証されました。その後、第二次世界大戦の波を受けて1940年に

脱退した日本のロータリーがRIに復帰するのは1949年3月。現在は200以上の国と地域に35,727クラブ、1,220,185

人(2017年8月31日RI公式発表)、日本全体で2,262クラブに89,871人(2017年11月末現在)が在籍しています。▼今

治RCの話は創立50年史に私の分家の叔父が寄稿した『創立の胎動』から。日本の12クラブが6大都市をはじめとす

る北海道・本州・九州のみに存在していた頃、RI第70地区第3代村田省蔵ガバナーが四国にも作らねばと新居浜の

住友総帥・三村起一に話を持ちかけます。しかしグループ各社の首脳が揃って会社を留守にはできないため、三

村は友人である今治の三藤香吉に相談しました。これを受けて1934年3月4日、村田ガバナーらと三村が来今、三

藤や初代会長となる阿部秀太郎ら9名に今治RC結成を慫慂(しょうよう)します。すると早くも3月15日に第1回準備

委員会が行われ、そこから数えること17回の会合を経て、国内13番目、四国で最初、会員20名のクラブとして10

月17日に発会式が行われました。ちなみに戦後の再認証は全国で9番目、四国で最初。また、我が今治RCがスポン

サーとなって松山・高松・高知・新居浜・今治南・宇和島・今治北の各クラブが誕生しています。▼次は入会時

に差し上げる『ロータリーの本』について。1950年11月、今治で四国地区協議会が開催された際、ロータリーの

解説書は外国の翻訳ものが多くわかりにくいことから日本語のわかりやすいものを、との声が上がりました。し

かし当時の手島ガバナーは多忙。そこで今治RC森光繁が急ぎ執筆し、1951年2月に『ロータリーの本』が出版され

ました。激賞されたため翌年4月に再刊、1971年6月には姫路RCの斎木パストガバナーの要請で第3版が発行されて

います。また、東京田無RCの小堀憲助は自身の著書『ロータリーの理論的構造』の中で『ロータリーの本』を引

用、ロータリー万灯論・ロータリー石垣論として紹介しています。▼一方、今治RCは1950年3月、ロータリー精神

に叶う学生を市内の小中高17校から男女各1名ずつ選び、表彰しました。翌年3月の表彰後、被表彰者全員を招い

て懇談会を実施。すると今後も機会を設けて欲しいとの話になり、「ロータリー受章者の会」を発足。改組した

「今治青少年RC」発会式を1951年12月27日に行いました。翌1952年2月、公式訪問した当時の星野ガバナーは「世

界に例のないような実践指導」とRIに報告、スチュアード東半球部長からも称賛されました。しかしRCの名称は

権威と品位を守るために登録されているためよろしくないとされ、「今治青少年ロータリー友の会」と名称変更

して現在に至ります。こちらの経緯も入会時にお渡しする『青少年物語』に記されています。 

次 回 例 会（３月１日） 
【 国際奉仕委員会アワー 】 

     ＜配偶者誕生祝＞ 尾越  優氏（3/7） 
     ＜結婚記念日祝＞ 近藤 正人氏（3/4） 
     ＜入会記念日祝＞ 平田 勝豪氏（3/1） 西信 正男氏（3/2） 

〔 国際ホテル 〕 


